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1.ま えがき

戸建住宅用の地盤調査や急傾斜地の表層土の調査に用い られる簡易動的コーン ドライブ
ノ＼ン マ ー

貫入試験(PDCPT)お よびSH型 貫入試 験(SH)を 地 点1お よび地点3で 行 った1)(試 験 刑=5kgf

位置は参考文献1)参 照)。 これらの試験結果について報告する。

表一1試 験実施数量

試験 地点1 地点3

簡易動的コーン貫入試験

(PDCPT)

2箇 所

(深度;8m)

4箇 所

(深 度;5m,6m×2,7m)

SH型 貫 入試験(SH)
2箇 所

(深度;8m)

2箇 所

(深度;8m)

2.試 験 方法

簡易動的 コー ン貫入試 験(PDCPT)は 、質量5kgの ハ ンマー を50cmの 高 さか ら自由落

下 させて、 ロッ ド頭部 に取 り付 けた ノッキ ングブ ロ ックを打撃 し、ロ ッ ド先端 に取

り付 けた コー ンを10cm貫 入 させ るのに要す る打撃回数境 を測定す る試 験方 法で あ

る(図 一1)。 しか しなが ら、 ロッ ドが単管式 のため調査深 度が深 くなる と土 とロッ

ド問の周面摩擦 が大 き くな り、貫入抵抗 で ある端 値 が過大 となる問題 が ある。その
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ため、0.5m貫 入 毎 に トル クMを 測定 して周 面摩擦 の補正 を式(1)の よ うに行 った2)。図一1簡 易動的 コー ン試験 の概 要

岨;補 正打撃回数,1%m;測 定 打撃回数

砿ki、;周 面摩擦 に費や され る打撃 回数

罵kl。=2ε.M/1ηgHD=0.51M(図 一1参照,M(N・m))

SH型 貫 入試験(SH)は 、斜 面用 の調 査 と して従来 か ら用 い られてい る簡易

動的 コー ン貫入試験 と根 系発 達深度等 の把握 を 目的 と して用い られ てい る

長 谷川式土壌貫入計 の両方の調査能力 を備 えた貫入試験で ある3)。試 験方法

は、質 量5kg(3kgと2kgに 分 割)の ハ ンマー を50cmの 高 さか ら自由落 下 させ て、

ロッ ド頭部 に取 り付 けた ノッキングヘ ッ ドを打撃 し、1打 撃 毎の貫入量 か ら

貫入抵抗1%/d,。p(1打 撃 毎の貫入量 か ら10cmに 換 算 した打撃数)を 式(2)か ら

求め る(図 一2)。

瑞!d,。p-1/ハ ンマー1打 撃にお けるコー ン貫入 量(mm)×100(mm)(2)

装 置 の仕様 はハ ンマー を分割 して いる以外 はPDCPTと 同 じであ るが、貫入

深 さは通常5m程 度 を限度 とす る。3mを 超 える とPDCPTと 同様 に ロ ッ ドの周

面摩擦が大 き くなる とい う問題 が ある。ハ ンマーは3kgの もので試験 を開始

し、1打 撃毎 の貫入 量が3～4㎜ の状態 を20回 程 度確認 した ら2kgの ハ ンマー

を付加 して5kgの 状 態 で試験 を継続 す る。1打 撃毎 の貫入 量はデー タロガー

に 自動記録 され る。3kgの ハ ンマー の貫入抵 抗珊/d,。pは5kgの ハ ンマーの貫入

抵 抗輪!d,。pと以下の 関係 があ る3)。

ハ奄1drop(5kg)=0.5/V♂1drop(3kg)(3)

3.試 験 結果

簡易動的 コー ン貫入試験(PDCPT)は 、 地点1で2箇 所(深 度8m)、 地 点3図 一2SH型 貫 入試験装置 の概 要
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図一3PDCPT(地 点1)の!Vd値 とA1値 の 比較 図一4PDCPT(地 点3)のAld値 とA1値 の 比較
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図 一5SH(地 点1)の 〃d/d,。p値 と 〃 値 の 比 較 図 一6SH(地 点3)のAld/d,。p値 と 〃値 の 比 較

で4箇 所(深 度5m、6m×2、7m)行 っ た。なお、地点1のNo.2お よび地 点3のNo.1で は 、ロ ッ ドに潤滑材 を塗布 して試

験を行 った。

周面摩擦補正 を行 った結果(八 妊値)を ハ植 と合わせて 図一3、4に 示す。各地点 での結果 は一部を除いて ほぼ同様 の傾 向

を示 してお り、再現性 が認 め られ る結果 である と判断 され る。地点1で は、ハ植 との相 関があま り認 められ ないが、地

点3で は、ハ植 の分布傾 向 と瑞 値の分布傾 向が似 てい る。また 、地 点1で は ロッ ドに潤滑材 を塗布 したケー ス(No.2)

の 深 度3.5m付 近 か ら輪 値 がわず かに小 さい傾 向が見 られ 、周 面摩擦低減 の効果 であ ることも考 え られ る。

SH型 貫 入試験(SH)は 、 地点1で2箇 所(深 度8m)、 地 点3で2箇 所(深 度8m)行 っ た。

SHの 結 果(端/d,。p値 、3kgハ ンマー を5kgハ ン マーに変換)を ハ植 と合 わせ て図一5、6に 示す。 各地点で の結果 は一部 を

除いて ほぼ同様 の傾 向 を示 してお り、再現性 が認 め られ る結果で ある と判 断 され る。地点1で は、瑞1d,。p値は深度 が深 く

な るにつれて大 き くな る傾 向 を示 し、ハ植 の分布傾 向 とは異 なっている。 地点3で は、PDCPTと 同様 にN値 の分布傾 向と

輪1d,。p値の分布傾 向が似 てい る。
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図一7PDCPTとSHの 比 較(地 点1)
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図一8PDCPTとSHの 比 較(地 点3)

4.比 較 検討

地点 ご とにPDCPT、SHお よびハ植 の結果 の重 ね と、参考 としてス ウェーデ ン式サ ウンデ ィング試験(SWS)結 果4)を 併 記

した図を図一7、8に 示す。地点1、3と もにPDCPTとSHの 結 果は ほぼ同様 の分布傾 向を示 して いる。 地点1で は、PDCPT、

SHと も に輪 値 が深度方 向に増加 す る傾 向を示 してい るが、周面摩擦 の補 正の有無 のためか、SHの 輪 値が若干大 きめ傾 向

であ る。一方 、ハ植 については深度2～5rn、6～7m付 近 でN=0～1程 度 とな ってい るが、PDCPT、SHと もにその深 度で は

輪値 が全般 に増加傾 向であ り、相 関につ いてはあま り認 め られ ない。 深度1m、6m、8m付 近 のN値 が大 きい部分 では、

PDCPT、SHの 端 値 もそれ に対応 して ピー ク状 に大 き くなってい る。なお、SWSは 概 ねハ値 に対応 した結果 となっている。

地点3で は、ハ植 の変化 に概 ね対応 す るよ うにPDCPT、SHお よびSWSの 貫 入抵抗 が変動す る傾 向で ある。ただ し、深度1～

2m付 近 と深 度4m付 近 でハ値=0と な ってい るが、PDCPT、SHと もに深度1～2m付 近 に比べて深度4m付 近 の瑞 値 の方 が大

き くな ってい る。 また、深 度5～5.5m付 近 ではPDCPT、SHと もにシル ト質砂 か ら細砂 への変わ り目を捉 えたためか、端

値 が ピー ク状 に大 き くなってい るが 、N値 お よびSWSで は捉 え られてい ない。
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図 一9/Vd,値 と ノVd/d,。p値の 関 係(地 点1) 図 一10Ald,値 と1Vd/d,。p値 の 関 係(地 点3)

図一11A1値 との 関係(地 点1) 図 一12!V値 との関係(地 点3)

PDCPTの 測 定打撃 回数輪m値 と対応す る深度 にお けるSHの 妬d,。p値の関係 を図一9、10に 示 引 各 地点 とも最 も近 い箇所 の

デー タで比較 した(地 点1;PDCPT-2・SH-1,地 点3;PDCPT-1・SH-1)。 地 点1で は全般 にPDCPTに 比 べてSHの 方 が大

きい値 になっているが、瑞m値 ≦10で は ある程度相 関が認 め られ る。一方 、地点3で は ほぼ1:1の 相 関を示 してい る。

N値 との 関係 を図一11,12に 示 す。PDCPT、SHと もに標 準貫入試験 の平均深度 に対応す る深度 おけ る結果で、PDCPTは 周

面摩 擦補正 を行 った瑞値 で ある。各 地点 とも全箇所 のデ ータで比較 した。ハ値 と比較す る と、PDCPTとSHの 値 は ともに大

き くな ってい る。 また、各八値 に対す るPDCPTとSHの 値 のば らつ きも大 きい。八値 との関係 では、PDCPTで 輪=(1～3)1V、

SHで 輪1d,。p≒N(N値10以 下)と 言 われてい る3)・5)が、 今回そ の よ うな相関 関係 は認 め られ なかった。

4.ま とめ

東北地方太平洋沖 地震 によって液状化 の被 害が生 じた浦安市 内において行 った地盤調査一斉試 験の うちPDCPTとSHの

試 験結果 を報告 した。 埋立層が地点1で 約8m、 地 点3で 約6mと 推 定 され、そ の下 に液状化 した と考 え られ る沖積砂層

があ る1)。PDCPTとSHの 試 験深度 は最 大で8rnま で で あ り、液状化 した沖積砂層 の特性 を把握 す るまで には至 らなかった。

PDCPTとSHの 試 験結果 は、ム植 との相 関が明確 には認 められ なかったが、お互 いの試 験結果 について はある程度相 関が認

め られた。
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